
科目名 中国語
年次 2
単位数 3
教員氏名 韓

・中国語の簡単な単語とフレーズを理解し、具体的なコミュニケーションを
　行うことができる。
・将来的に独自で中国語を学習するための基礎能力を身に付ける。
・中国語検定試験HSK1級に合格する。

授業概要

授業計画 1 - 3 ・ 挨拶、自己紹介
・ 中国語の特徴
・ 発音（四声、母音、子音）
・ 実践問題

4 - 6 ・ 動詞述語文（1）　 ～「是」を使う文～
・ 動詞述語文（2）　 ～中国語の語順～
・ 形容詞述語文 ～「很」、「太」の使い方～
・ 実践問題

7 - 9 ・ 名詞述語文 ～年月日の表現～
・ 数詞と量詞

10 - 12 ・ 疑問文（1） ～何曜日？何時？及び数を尋ねる表現～
・ 疑問文（2） ～聞きたいところに置く疑問詞～

13 - 17 ・ 能願動詞 ～「能」「会」「想」～
・ 動詞述語文（3） ～1つの文で動詞を2つ使う用法～
・ 中国語の歌

18 - 20 ・ 存在と場所を表す「有」と「在」
・ 動詞以外の「在」の用法
・ 実践問題

21 - 23 ・ HSK試験対策
・ おもてなし日本語①　山梨を案内する

24 - 27 ・ HSK試験対策
・ おもてなし日本語②　買い物と商品の紹介

28 - 30 ・ おもてなし日本語③　食事とマナー
・ 中国文化：中国語で年賀状を書く

31 - 33 ・ おもてなし日本語④　お世話になった友達に礼状を書く
・ 中国文化：中国茶/中国結

34 ・ まとめ
テキスト 中国語検定HSK公認テキスト1級
参考書 中国人観光客の心をつかむ接客フレーズ500　
評価方法 定期テスト、授業態度、出席率、提出物
準備学習等 必要に応じて指示します。
備考

・発音の習得を第一に重視し、ピンインを読んで発声できるよう授業を工夫する。
・簡単な語彙や日常表現をマスターする。
・問題練習や検定試験対策を通して学習事項を定着する。
・視聴覚資料などを使って、中国事情や中国文化に関する理解を深める。

到達目標


